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　17世紀オランダの哲学者スピノザBenedictus　de
Spinoza　l632－77をとりまく人物像、とりわけ、かれに
きわめて近いところにいた友人たちの思想をとりあげ
て紹介し、スピノザの思想との関連を検討するという
のが今回の研究課題である。この報告書では、そうし
た友人たちのなかでもとりわけ重要な役割をはたした
と考えられる二人の人物、ロドウェイク・メイエル
Lodewijk　Meijer　l629－81とアドリアン・クールバッハ
Adrian　Koerbagh　1632－69をとりあげて、それぞれ、そ
の人物と思想の一端を紹介しておきたい。
　メイエルはアムステルダムに生まれ、1629年10月、
市内の改革派教会アウデケルクで洗礼を受けている。
かれには13歳年上の異父兄アラルドゥス・ロドウェイ
ク・コックAlardus　Lodewijk　Kok　1616－53がいて、こ
の兄は、ブルヘルスデイクの哲学教科書をオランダ語
に翻訳している。メイエル自身はかれの両親とともに
改革派（教会）に属していたが、兄のコックはおそら
くその実父とともにルター派だった。メイエルは、
1632年に設立されたアムステルダムのラテン語学校
Amsterdams　Atheneum　Illustreで教育を受け、1654
年、はやくも25歳にして、辞書編纂者としてデビュー
する。かれがおこなったのは、ギリシア語やラテン語
からの借用語をオランダ語におきかえる辞書J．Hofman，
Nederlanditsche　Woorden－schat　1650．の第二版の編集
である。同年かれはライデン大学にすすみ、哲学と医
学を学ぶ。ライデンには、当時としてはもっとも先進
的な医化学派（デカルトやハーヴィーの影響を受ける）
の創始者シルヴィウスFrangois　dele　Boe　Sylvius　1614－
72がいて、メイエルはかれのもとで学んでいる（皮肉
にも、このシルヴィウスの名は、のちに1673年、メイ
エルの主著『聖書の解釈者としての哲学Philosophia
S．Scripturae　Interpres』　とスピノザの『神学政治論』
［ともに教会から弾劾され禁書宣告されていた］を合本
にして出版する際、内容を偽装するためにつけられた
偽表紙のタイトルの一つとして使われている）。1660年、
メイエルは哲学と医学の博士号を取得、アムステルダ
ムにもどり医者を開業する。スピノザの友人たちのサ
ークルにかれが加わったのはこの時期だと考えられる。
またこの時期以降のかれの活動はまことに多彩である。
1663年、かれは、スピノザの処女作にして、生前自分
の名で出版した唯一の著作「デカルトの哲学原理
Renati　des　Cartes　Pricipia　Philosophiae　jを編集（ラ
テン語の校正など）、その序文を書く。1666年、上記の
禁書になったかれの主著を匿名（かれの生前、著者名
は露見せず）で出版し、翌年その（おそらくかれ自身
による）蘭訳版をだす。1665－69、演劇活動の運営にた
ずさわり、いくつかの台本も書いている。1669年、こ
れもスピノザ・サークルの一員である医者バウメース
テルJohannes　Bouwmeester　1630・80とともに文学（演
劇・詩）サークルNil　volentibus　arduumを結成し、そ
の中心となる。その活動を通じてかれはイタリア語文
法Italiaansche　spraakkonsしを出版し、さらに一般文
法grammatia　generalisやオランダ語文法も企ててい
たらしい。劇場の運営は、1672年の政変（ド・ウィッ
ト兄弟のリンチ虐殺にともなう共和国の倒壊）でいっ
たんとだえるが 1677年に再開。スピノザの死（1677）
の直後に編纂されたスピノザの『遺稿集Opera
posthuma」（主著『エチカ』や未完の「国家論」を含
む）とその蘭訳版De　nagelate　schriftenの刊行（いず
れも1677）にも（バウメーステルらのスピノザ・サー
クルの人びととともに）は中心的な役割をはたす。
1681年死去。洗礼をうけた場所とおなじアウデケルク
に埋葬される。
　アドリアン・クールバッハは、スピノザの生年とお
なじ1632年、おそらくアムステルダムで生まれる。か
れの父はデルフト陶器職人であったが、1644年に死去。
しかし子どもたちの養育には十分な遣産を残したらし
い。後見人になったのはLucas　Reijnstという人物で、
この人物はのちにアムステルダム市長もつとめている。
アドリアンは、その急進的な考えにおいてかれときわ
めて近い弟のヨハネスJohannes　1634・72とともに、
1653年から、ユトレヒト大学で哲学を学び、その3年
後、ともにライデン大学に移る。アドリアンは医学と
法学、ヨハネスは神学をさらに学ぶ。ライデンでは、
上記バウメーステル、メイエル、また、ホラブズの
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『リヴァイァサン』を蘭訳したベルケルAbraham　van
Berkei　163988ら（いずれものちのスピノザ・サークル
のメンバー）と会っている。アドリアンは1659年に医
学、1661年に法学の学位を取得。ヨハネスは1662年に
勉学を終え、改革派教会の牧師をめざすが、その異端
的な考えのゆえにすでに同僚の疑念をまねく。60年代
の前半、アムステルダムにもどったかれらは、スピノ
ザのサークルに加わり、その影響をつよく受けること
になる。かれらが知り合ったのは、スピノザのラテン
語の師ファン・デン・エンデンFranciscus　van　den
Enden　1602－74や、ソチニ派の論客クノルJan　Knol？－
1672、そしてスピノザその人である。旧知のメイエル
やバウメーステルもその仲間にいる。そうした環境の
なかでクールバッハ兄弟はかれら流の（そしてスピノ
ザのそれにきわめて近い）自然主義的な哲学をはぐく
むことになる。とくにアドリアンは、反教権的な匿名の
政治パンフレットVredryk　Waermant【pseud．】，　tt
Samen－spraeck　tusschen　een　Gereformeerden　Hollander
en　Zeeuw．1664．を発表したあと、1668年、キリスト教
信仰の根本を痛烈に批判する二書、『悲しみなき甘美の
花園Een　Bloemhof　van　allerley　lieflijkheyd　sonder
verdriet』と『闇を照らす光Een　Ligt　schijnende　in
duystere　plaatsen　lを書き上げる。ヨハネスもまた、
1666年、アムステルダムの教会会議に審問された際、
三位一体、キリストの神性、死者のよみがえり、天国
と地獄の存在などキリスト教の教義の中心へのつよい
疑念を表明し、さらに世界の「無からの創造」を否定
し、まことにスピノザ的なしかたで、神とはすべての
実在を包括する単一存在、すべての被造物は、その存
在の「変様あるいは様態」であると述べている。もっ
とも、教会からより警戒されたのはアドリアンのほう
だった。なぜならかれは、スピノザ以前に、またスピ
ノザもまたあえて書かなかったあからさまな教会批判
を、しかも、アカデミズムではなく一般庶民にあてて
（これもまたスピノザがあえてしなかった）オランダ語
で書いてしまったからである。かれの『花園』は、い
わば宗教・哲学用語事典のような体裁をとっているが、
その内容は、教会と、聖書の権威、そして、キリスト
教の「神秘」への批判である。アムステルダムの教会
会議は、この本が出版されるやすぐさま、市当局と協
力してこの本を書店から没収し、より体系的な宗教批
判を展開したもう一つの本『闇を照らす光」のほうは、
それを印刷していたユトレヒトの印刷職人が、その内
容におそれをなして当局に通報したため、原版と元原
稿もろとも、当局に没収されてしまう。アドリアンは、
ライデンに潜んでいたところを知人に通報されて逮捕
され、裁判にかけられたのち、1668年7月、冒涜とソチ
ニ派的異端を人びとにひろめた罪で、高額の罰金と10
年間の投獄、そして投獄後のホーラント州からの追放
を宣告された。かれは獄中で病気になり、1669年10月
獄死する。
　スピノザのきわめて近くにいたこれら2人の人物の
輪郭をわずかにたどっただけで、「孤独な」そして「異
例な」思想家といわれるスピノザの思想が、当時のさ
まざまな状況といかにふかくかかわっていたか、そし
てかれの友人たちと共通の土壌のうえに咲いた一輪の
花であったかということがわかる。かれの思想・哲学
は、こうした周囲とのかかわりを通じて今後さらに解
明されなければならない。
